
自動餃子焼き器 ／ NGM-5.6AT（AC）　　使い方ガイド

ご使用の前に

・必ず水平に設置して下さい。水平になる様にアジャスターで調整して下さい。
　水平に設置されていないと、焼きムラの原因となります。

・床清掃時、水が掛からないように設置して下さい。

・温度が高くなるので、機器の上には物を置かないで下さい。

・接近する他の機器へ高い温度が伝わらないように設置した下さい。

・本体下部 側面に蒸気、油煙等が直接当たる所には置かないで下さい。

・熱気の少ない所に据え付けて下さい。

・建築基準法、消防法に従って設置して下さい。

【 外観図・部位名称 】



自動餃子焼き器 ／ NGM-5.6AT（AC）　　運転の操作方法 -1

【 コントロールパネルの各名称 】

① 電源スイッチ
② 運転キー
③ 運転ランプ
　 加熱運転 ⇒ 点灯   停止 ⇒ 消灯
　 調理中 ⇒ 点滅
④ 調理温度・調理時間
　 又は各設定値表示部
⑤ 調理温度ランプ
　 調理温度設定 ⇒ 点灯
　 調理時間、開始温度設定 ⇒ 点滅

⑥ 調理時間ランプ
　 調理時間設定 ⇒ 点灯
⑦ 注水時間（注水量）ランプ
　 注水時間（注水量）設定 ⇒ 点灯
　 注水中 ⇒ 点滅
⑧ 設定モードキー
⑨ 設定用ダウン(-) キー
⑩ 設定用アップ(+) キー

①

② ③

⑦⑥⑤

④

⑩⑨⑧

1  　　  電源スイッチ① を入れると電源が入り、表示部に現在温度が表示されます。

2 　　   運転キー② を押すことにより運転ランプ③が点灯し、
　            加熱運転が開始され調理温度設定値に調節します。
【注】        運転キーを押す毎に加熱の運転と停止を繰り返します。

3　 　   設定モードキー⑧ を押す毎に
　　　    「調理温度設定」 ⇒ 「調理時間開始温度設定」 ⇒ 「調理時間設定」 ⇒ 「注水時間設定（注水量）」
　　　    と切り替わります。「注水時間設定（注水量）」の次は調理温度に戻ります。
　   　　 各設定モードに切替えて、設定用アップ(+) キー⑩ または設定用ダウン(-) キー⑨
　   　　 で設定値を変えて下さい。
　   　　 各設定モードで、設定値変更後5秒以上キー操作をしない場合、及び次のモードに移った
　   　　 場合に設定値が保存されます。

【注】　   調理中は、調理温度設定及び調理時間開始温度設定以外の設定は出来ません。

　　   　 (1) 調理温度設定 ： 調理温度を設定する。
　　　　　　　　　   　      設定範囲 : 0～250℃　　初期設定 : 200℃

                 (2) 調理時間開始温度設定 ： 調理時間のカウントを開始する温度を設定する。
　　　　　(注水後に調理温度が低下し、再び温度上昇となる温度より高い温度を設定して下さい)
　　　　　   　　　　　　　　　　   設定範囲 ： 0～ 調理温度設定値℃　　　初期設定 : 0 ℃

【注】       調理時間開始温度設定値を0にした場合は、上蓋を閉め、調理が始まると表示部の
　　　　調理時間タイマーは減算表示を行います。

　　　    (3) 調理時間設定 ： 調理時間を設定する。
　　   　 　 　　　　　　     設定範囲 ： 0.1～99.5 分(小数点以下の数字は10秒単位です。)
　　   　 　 　　　　　　　　　　　　                           初期設定 ： 6分
　　　    (4) 注水時間設定 ： 注水時間を設定する。
　　　         　　　　　　　 設定範囲 ： 0～99秒　　  初期設定 ： 6秒
　　　　※※ NGM-5.6ACの場合 ※※
　　　　    ⇒ 注水量設定 ： 注水量を設定する。
　　　　　　　　　　　　 設定範囲 ： 0～999cc　　初期設定 ： 500cc　

【注】　  注意食材の状態(冷凍・生など) ・大きさ・量によって焼き上がりは異なります。
                「調理温度」、「調理時間開始温度」、「調理時間」、「注水時間」を
　　　    お好みの値に設定変更して下さい。



自動餃子焼き器 ／ NGM-5.6AT（AC）　　運転の操作方法 -2

【 コントロールパネルの各名称 】

① 電源スイッチ
② 運転キー
③ 運転ランプ
　 加熱運転 ⇒ 点灯   停止 ⇒ 消灯
　 調理中 ⇒ 点滅
④ 調理温度・調理時間
　 又は各設定値表示部
⑤ 調理温度ランプ
　 調理温度設定 ⇒ 点灯
　 調理時間、開始温度設定 ⇒ 点滅

⑥ 調理時間ランプ
　 調理時間設定 ⇒ 点灯
⑦ 注水時間（注水量）ランプ
　 注水時間（注水量）設定 ⇒ 点灯
　 注水中 ⇒ 点滅
⑧ 設定モードキー
⑨ 設定用ダウン(-) キー
⑩ 設定用アップ(+) キー

①

② ③

⑦⑥⑤

④

⑩⑨⑧

4             食材を熱板上に置き、上蓋を閉めると注水し調理が始まります。
                 このとき運転ランプ③が点滅し、表示部に調理時間が表示されます。
　　　    現在温度が 「調理時間開始温度設定値」 まで復帰すると、表示部の調理時間タイマーは
　　　    減算表示を行います。現在温度を表示するには、設定用アップ(+) キー⑩を押すと表示
　　　    されます。再度、設定用アップ(+) キー⑩を押すと調理時間の表示に戻ります。

【注】       通常運転時に調理時間を表示しますが、表示選択で現在温度を表示している場合は、
　　　    調理時間を表示しません、設定用アップ(+) キー⑩を押すことで調理時間の表示
　　　    に切り替えることができます。

【注】       調理中は、 「調理温度設定」 及び 「調理時間開始温度設定」 以外の設定は出来ません。
　　　    「調理時間開始温度設定値」 を0にした場合は、上蓋を閉め、注水し調理が始まると
　　　    表示部の調理時間タイマーは減算表示を行います。

【注】　   調理を中断したい場合は、運転キー② を押してください。
　　　    運転ランプ③の点滅が点灯に替わります。

【注】       食材が焦げます、上蓋を開けて内部の食材を取り出してください。

5             調理が完了すると、表示部に「0.0」を点滅表示し、ブザーが鳴り調理完了を
               お知らせします。
【注】       上蓋を上げた状態でタイムアップした場合は、調理が完了しても「0.0」を
                 点滅表示しません。またブザーも鳴りません。表示は現在温度にもどります。

【注】       調理が完了し「0.0」を点滅表示中は、設定出来ません。

6             上蓋を開ける、または運転キーを押すと表示部に現在温度を表示してブザーが止まります。
               上蓋を開ける、または運転キーを押すまでブザーは止まりません。
【注】       調理完了したときに各種設定値を表示していた場合は、
                 上蓋を開ける、または運転キーを押すと各種設定表示に戻ります。

7             加熱運転を停止する時は、運転キー②を押して下さい。
　　　  運転ランプ③ が消灯します。

8 　　   電源スイッチ① を切ると電源が切れ、表示部の調理温度が消えます。


